
パレアの由来
「パレア」は「つきあい、
交際、仲間」を意味す
るギリシャ語で、心の交
流があり、誰もが仲良く
利用できる施設をイメ
ージしたネーミングです。
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熊本地震と女性たち
　東北から熊本へ、「歌うママ防災士」
　おんぶmoccoでみんなを笑顔に
　すべての女性をスーパーウーマンへ！
　「いのちのスープ」を届けたい

事業報告

男女共同参画inパレア
ワークショップ
男女共同参画週間ロビー展

お知らせ　ほか
女性総合相談室｢被災地訪問相談事業｣
はあもにいの取組み
せんだいからのエール
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女性総合相談室
「被災地訪問相談事業」

　女性総合相談室では、地震の被害の大き
い市町村の避難所や仮設住宅集会所等を女
性総合相談員が訪問し、「おしゃべり会」を開いています。
　女性は家族の世話等を優先し、自分のケアがあとまわしになるケー
スが多く、地震のストレスを受けがちです。アロマハンドマッサージや

「つぼトントン」で心とからだをリラックス、美味しいお茶やコーヒーを
飲みながらホッと一息ついていただき、地震で溜まったストレスや悩
み事について一緒に考えていきます。
　ご希望があれば、おしゃべり会の前後に個別相談を受けることもで
きます。女性の方ならどなたでもご参加いただけますのでお気軽に
おいでください。
　時には立ち止まって、ひと呼吸しましょう。
　参加申込・お問い合わせは

くまもと県民交流館　女性総合相談室
TEL　096-355-2223（話中の場合は355-1187）

熊本市中央区手取本町8-9テトリアくまもと9階（鶴屋東館の上にあります）

■ 電話相談

■ 面接相談(要予約)

■ 法律相談(要予約・女性限定)

月・木～土（9：00～16：00）、水（9：00～20：00）

月・水～土（9：00～16：00）

毎月第3木曜日（13：00～16：00）

　熊本市男女共同参画センターはあもにいで
は、震災後に発生するＤＶや性被害を防ぐため、
啓発チラシを作成して各避難所に配布したり、み
んなが快適に過ごせるよう、いろいろな取組み
が行われました。女性や子どもが必要とする支
援物資も集めて届けられました。
　はあもにいが拠点避難所となってからは、女
性単身者と女性の世帯のみのフロアが作られ、
対応を女性スタッフが行い、男性は極力居住ス
ペースに入らなかったりといった配慮がなされ
ていました。
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